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二
月
に
入
っ
て
在
日
米
軍
再
編
計
画
の
「
見
直
し
」
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
中
、

東
京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
地
下
講
堂
で
「
沖
縄
・
辺
野
古
の
海
を
殺
す
な
！
─
─
新
基
地

を
断
念
さ
せ
よ
う
３
・
10
集
会
」
が
開
か
れ
た
。
辺
野
古
へ
の
基
地
建
設
を
許
さ
な
い

実
行
委
員
会
と
沖
縄
・
一
坪
反
戦
地
主
会
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
の
共
催
。
講
師
に
建
築

家
で
沖
縄
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
世
話
人
の
真
喜
志
好
一
さ
ん
を
迎
え
た
。

　

辺
野
古
へ
の
飛
行
場
建
設
に
向
け
て
政
府
が
ま
と
め
た
環
境
影
響
評
価
書
（
ア
セ
ス

メ
ン
ト
）
に
対
す
る
沖
縄
県
知
事
の
「
意
見
書
」
が
二
月
二
〇
日
に
政
府
へ
提
出
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
た
。

　

集
会
は
ま
ず
は
環
境
ア
セ
ス
法
の
お
さ
ら
い
か
ら
。「
方
法
書
」「
準
備
書
」
を
経
て

昨
年
末
の
深
夜
に
沖
縄
県
庁
守
衛
室
に
強
行
搬
入
さ
れ
た
「
評
価
書
」。
工
事
へ
の
手

続
き
は
、
こ
の
「
評
価
書
」
へ
の
県
知
事
の
「
意
見
書
」
提
出
と
い
う
最
終
段
階
に
ま

で
来
て
い
る
。
こ
の
間
の
「
手
続
き
」
に
は
、
実
に
多
く
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。「
方
法
書
」
の
提
出
前
に
環
境
調
査
を
大
規
模
に
実
施
し
た
ほ
か
、
そ
の
提
出
後

に
は
新
た
な
事
業
を
追
加
し
て
二
度
も
「
改
訂
方
法
書
」
を
作
成
し
て
住
民
意
見
の
反

映
を
封
殺
、
続
く
「
準
備
書
」
提
出
後
に
は
、
ジ
ュ
ゴ
ン
の
生
態
調
査
を
行
な
う
な
ど

の
環
境
を
保
護
す
る
た
め
の
手
順
と
手
続
き
を
破
壊
す
る
デ
タ
ラ
メ
が
繰
り
返
さ
れ
て

き
た
。
配
備
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
オ
ス
プ
レ
イ
に
つ
い
て
は
「
評
価
書
」
で
初
め
て

配
備
を
前
提
と
す
る
内
容
に
変
更
さ
れ
る
な
ど
、
真
喜
志
さ
ん
は
ア
セ
ス
法
の
精
神
に

反
し
た
違
法
な
や
り
方
で
基
地
建
設
が
強
行
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
指
摘
し
た
。

　

一
方
で
「
ア
セ
ス
や
り
直
せ
裁
判
」
も
進
行
し
て
い
る
。
三
月
五
日
の
公
判
で
は
、

当
時
、
防
衛
庁
運
用
課
長
と
し
て
「
沖
縄
に
お
け
る
施
設
及
び
区
域
に
関
す
る
特
別

行
動
委
員
会
（
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
）」
に
あ
た
っ
て
い
た
高
見
沢
防
衛
研
究
所
長
を
証
人
尋
問
。

オ
ス
プ
レ
イ
隠
し
の
張
本
人
と
目
さ
れ
て
い
る
高
見
沢
所
長
は
、
配
備
の
可
能
性
に

つ
い
て
の
検
討
は
認
め
た
も
の
の
、
自
身
の
サ
イ
ン
が
あ
る
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
を
め
ぐ

る
「
想
定
問
答
」
作
成
へ
の
関
与
に
つ
い
て
は
、防
衛
大
臣
の
認
め
た
「
尋
問
対
象
外
」

だ
と
し
て
、「
守
秘
義
務
」
を
タ
テ
に
証
言
を
拒
否
。
真
喜
志
さ
ん
は
、
こ
の
証
言
拒

否
そ
の
も
の
が
「
方
法
書
」
作
成
段
階
で
政
府
が
「
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
を
知
っ
て
い

た
」
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
と
批
判
、
証
言
拒
否
を
追
及
す
る
こ
と
で
ウ
ソ
で
成
り
立

つ
ア
セ
ス
を
破
産
に
追
い
込
も
う
と
呼
び
か
け
た
。

　

ゴ
リ
押
し
を
す
る
政
府
に
対
し
て
「
辺
野
古
回
帰
」
以
来
、
全
県
的
な
反
対
を
繰
り

広
げ
て
「
県
外
移
設
」
を
〝
民
意
〟
と
し
た
沖
縄
。
国
の
「
評
価
書
」
を
審
議
す
る
「
審

査
会
」
に
も
、
そ
れ
は
反
映
し
た
。
会
場
に
は
一
〇
〇
席
の
傍
聴
席
が
用
意
さ
れ
、
審

議
に
あ
た
っ
て
は
広
く
市
民
か
ら
の
意
見
を
募
っ
た
ほ
か
、
住
民
意
見
を
発
表
す
る
機

会
も
設
け
ら
れ
る
な
ど
、〝
民
意
〟
を
集
約
し
た
審
議
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
県
審

査
会
の
知
事
へ
の
答
申
で
は
、「
事
業
実
施
区
域
周
辺
域
の
生
活
環
境
及
び
自
然
環
境

の
保
全
を
図
る
こ
と
は
不
可
能
」
と
い
う
原
案
よ
り
も
強
い
表
現
で
新
基
地
建
設
を
拒

絶
す
る
結
論
が
書
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
、
と
真
喜
志
さ
ん
。

　

こ
の
答
申
を
受
け
た
「
県
知
事
意
見
」
で
は
、「
別
添
」
で
計
画
そ
の
も
の
に
つ
い

て
「
喫
緊
の
課
題
は
、
普
天
間
飛
行
場
の
危
険
性
の
除
去
で
あ
り
、
一
日
も
早
い
移
設
、

返
還
の
実
現
が
必
要
で
あ
る
。
県
と
し
て
は
、
地
元
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
移
設
案
を

実
現
す
る
こ
と
は
事
実
上
不
可
能
」
と
明
言
、
県
外
へ
の
移
設
を
主
張
し
た
。
本
文
で

は
二
五
項
目
一
七
五
件
に
わ
た
っ
て
徹
底
的
に
「
評
価
書
」
を
批
判
、
新
基
地
建
設
計

画
を
認
め
な
い
姿
勢
を
こ
こ
で
も
鮮
明
に
さ
せ
る
こ
と
に
沖
縄
の
民
意
は
成
功
し
た
。

　

当
初
六
月
と
見
ら
れ
て
い
た
県
知
事
へ
の
「
埋
立
申
請
」
も
、
米
軍
再
編
の
「
見
直

し
」後
に
な
る
模
様
だ
。「
知
事
意
見
」を
表
明
さ
せ
た〝
沖
縄
の
民
意
〟を
テ
コ
に「
埋

立
許
可
」
を
出
さ
せ
な
い
運
動
を
米
軍
再
編
の
「
見
直
し
」
と
「
評
価
書
」
の
批
判
を

通
じ
て
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
と
な
る
。

　

＊
詳
し
く
は
「
労
働
情
報
」（
三
月
一
五
日
／
八
三
五
号
）
の
真
喜
志
さ
ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
参
照
さ
れ
た
し
。
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